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Appendix１．セットアップ手順（AutoVendHG Ver11） 
 
Ａ１－１．ＣＤの構成 
 
CD ----- AutoClnB       (AutoVendをインストールしたPCに LAN接続して 

                  AutoVendを利用するPCにインストールします) 
           ----- AutoShoB       (AutoShowを利用するPCにインストールします) 
           ----- AutoUtlB        (AutoVendをインストールするPCにインストールします) 
           ----- AutoVenB1       (AutoVendと MircorsoftAccess2002のランタイムをインストール 

します)   
           ----- AutoVenB2       (AutoVendをインストールします)   
           ----- Dummy       (MircorsoftAccess2002のランタイムとダミー用のMDEプログラム 

をインストールします。 
AutoVendをインストールしたPCに LAN接続してAutoVendを利用 
するPCに MircorsoftAccess2002のランタイムをインストールす 
るのに使用します) 

           ----- SamplePicture  (サンプル画像が入っています) 
 

※評価版のＣＤは上記の構成とは異なります。 
 
Ａ１－２．インストールする AutoVend の種類を決定します。 

 
ＡｕｔｏＶｅｎｄを利用するには MicrosoftAccess2002 が必要です。 
 

２－１．ＡｕｔｏＶｅｎｄを利用する PC に MicrosoftAccess2002 がインストールされていない 
場合はランタイムをインストールする必要があります。 

AutoVenB1 のフォルダからオートベンドをインストールして下さい。 
 

２－２．既に MicrosoftAccess2002 がインストールされている場合は 
AutoVenB2 のフォルダからオートベンドをインストールして下さい。 
 

Ａ１－３．AutoVend をインストールします。 
 
 ３－１．AutoVend1（またはAutoVend2）フォルダ内のSETUP.EXEを実行して下さい。 
     インストール途中に問合せメッセージが表示される場合はインストーラーが推奨する 
     選択を行なって下さい。 
     インストール先のフォルダはc:¥program fils¥AutoVenBが基本になります。 
     ドライブ及びフォルダの変更は可能ですが環境設定時にインストール先フォルダが必 
     要ですので、インストール先フォルダをメモして下さい。 
     インストール途中に問合せメッセージが表示される場合はインストーラーが推奨する 
     選択を行なって下さい。 
 ３－２．インストール終了後に再起動の問合せメッセージが表示される場合は再起動を行なう 
     選択を行って下さい。 

※再起動後もインストールが継続される場合がありますので CD はそのままにしておいて下
さ 

            い。 
 
Ａ１－４．AutoUtl をインストールします。 
 
 ４－１． AutoUtlBのフォルダを開きSETUP.EXEを実行して下さい。 
     インストール先のフォルダはc:¥program files¥AutoUtlBが基本になります。 
     インストール途中に問合せメッセージが表示される場合はインストーラーが推奨する 
     選択を行なって下さい。 
 ４－２．インストール終了後に再起動の問合せメッセージが表示される場合は再起動を行なう 
     選択を行って下さい。 
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※再起動後もインストールが継続される場合がありますので CD はそのままにしておいて下
さ 

            い。 
 ４－３．インストール終了後に再起動の問合せメッセージが表示される場合は再起動を行なう 
     選択を行って下さい。 
     再起動の問合せメッセージが表示されない場合もシステムリソースをクリアする為に 
     再起動を行って下さい。 
 
※ご注意※ 
・インストール中に書換えできない旨のメッセージが表示される場合は［無視］を選択して下さい。 
・インストール中にファイル書き換えの問合せがあった場合はＯＳの推奨する選択を行なって下さい。 
 ・Ａ１－４のインストール終了後、再起動のメッセージが出なかった場合はシステムリソースをクリ
ア 
  する為に必ず再起動を行って下さい。 
 
Ａ１－５．環境設定 
 
 ５－１．スタートメニューのＡｕｔｏＵｔｌＢを起動して環境設定をクリックし、下図の画面を 

表示してプログラムとデータのディレクトリーを指定し 
て下さい。 
通常プログラムディレクトリーはc:¥programfiles¥AutoVenB¥ 
にデータディレクトリーはc:¥programfiles¥AutoVenB¥data¥ 
の中にあります。 
両方ともファイル名が表示されたら、［設定］ボタンを 
クリックして下さい。 
パスワード要求がある場合は弊社よりご連絡したパスワ 
ードを入力して下さい。 

※評価版のパスワードは ABCDEFGHIJ9876543210  です。 
 
Ａ１－６．動作確認 
 
 ６－１．スタートメニューのＡｕｔｏＶｅｎＢグループのＡｕｔｏＶｅｎＢを起動しメイン 
     メニューが表示されればインストール・環境設定は正常に終了しています。 
 
Ａ１－７．共有フォルダの作成 
 
 ７－１．オートベンドをLAN経由で複数のコンピュータからご利用になる場合はオートベ 
  ンドをインストールしたフォルダを共有設定（フルコントロール）を行なって下 

さい。 
通常は c:¥program fils¥AutoVenB のフォルダを共有する事になります。 

 
 
  

 


